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安定した品質の花を提供
します

　７月１日、ＪＡ北つくば花き部会
（西
にしむら
村俊

としお
夫部会長）のみなさんが、花

きのＰＲに市役所を訪問しました。
　同会は、各品目の更なる技術向上
や安定出荷に向けて活動を展開。県
内では類を見ない 40もの品目を栽
培しています。中でも、小菊は、県
花き銘柄産地として指定を受けてい
ます。

地域が協力して災害時
の被害を抑えるために

　災害などに備え自主防災組織を結
成し、地域の防災意識の向上に努め
ている幸町自治会（後

ごとう
藤君

きみお
夫会長）が、

６月21日、避難訓練を実施。
　筑西消防署指導のもと、幸町一丁
目中央公園で同自治会員を対象に、
消化器の使用や負傷者の搬送体験な
ど、災害時の対応の訓練を行いまし
た。

人口減少に歯止めを！
〜同友クラブ公開討論会

　同友クラブ（小
おじ ま
嶋慶

よしかず
一会長）は、

７月12日に市民フォーラムを開催。
「筑西市の人口減少対策を考える」を
テーマに、須藤市長、下館商工会議
所齋

さいとう
藤康

やすゆき
行青年部会長、市商工会

篠
しのざき
崎栄

えいいち
一青年部長らによる討論会が

行われ、育児・交通・就労や農用地
活用などの観点から人口減少に歯止
めをかける対策が議論されました。

市内の名所を巡り
歴史や文化を題材に一句

　茨城県俳句作家協会県西地区吟
ぎんこう
行

会実行委員会（増
ますだ
田宇

ういち
一委員長）主

催による俳句の題材を探す吟行会が、
６月19日、市内で開催されました。
　参加した約 50人は、ちくせい観
光ボランティアガイド協会（諏

す わ
訪

光
こういち
一会長）の案内のもと、羽黒神社

や板谷波山記念館などを巡り、筑西
市の歴史や文化に触れました。

第１回オカリナ七夕コ
ンサートを開催

　７月５日、宮山ふるさとふれあい
公園管理センターで、第１回オカリ
ナ七夕コンサートが行われました。
日頃から同センターなどで練習を続
けてきた４つのオカリナ愛好グルー
プが合同で開催したもので、満員の
観客を前に、童謡「たなばたさま」
などを披露。オカリナの美しい音色
が、会場いっぱいに響き渡りました。

こだまスイカを配って
安全運転を呼びかけ

　交通死亡事故を抑止しようと、筑
西地区交通安全協会協和支部（黒

くろさわ
沢

貞
さだいち
一支部長）と交通安全母の会協和

支部（飯
いいむら
村佳

よしこ
子支部長）が、６月24

日、国道 50号線横塚交差点で交通
安全街頭キャンペーンを行いました。
　赤信号で停車したドライバーに、
市特産品のこだまスイカを配り、安
全運転を呼びかけました。

まちのわだいまちのわだい



問 文化課 ☎２２-０１８３

　千妙寺は、寺伝によれば平安時代
に慈

じ か く

覚大
だ い し

師円
えんにん

仁（794 年～ 864 年）
の開創とされています。また、観

かんおう

応
２年（1351 年）に亮

りょう

守
しゅ

が現在地に
中興開山したことに始まり、天台宗
三
さんまいりゅう

昧流の関東の拠点として、さらに
は、伝

でんぽう

法灌
かんじょう

頂道場として栄え、盛
時には末寺・門徒寺が７か国に 600
余か寺にも及んだといわれていま
す。
　総本堂は、元

げんぶん

文３年（1738 年）
の建築で、大きさは桁

けたゆき

行五間、梁
はりま

間
五間。屋根は茅

かやぶ

葺き風銅板葺の入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

で、正面に軒
のき

唐
から

破
は ふ

風の一間向
こうはい

拝
があります。平成 25 年に大修理を
終え、建築当初の桟

さん

唐
から

戸
ど

を付け、往
時の姿に戻りました。

探訪 筑西市の

文化財
東
とうえいざんせんみょうじそうほんどう

睿山千妙寺総本堂
市指定文化財（建造物）
昭和 55 年 10 月 20 日指定
江戸時代
所在地：黒子地内

こ
の
夏
、
あ
な
た
も

「
健
活
（
健
康
生
活
）

２
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
み
な
さ
ん
は
、
10
年
後
、
20
年
後
の
自
分
の
姿
が

想
像
で
き
ま
す
か
？

健
康
の
た
め
に
自
分
自
身
が
取
り
組
め
そ
う
な

目
標
を
ひ
と
つ
立
て
ま
す
。

１２
目
標
が
決
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
は
２
週
間
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

　
目
標
は
、「
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
」「
朝
ご
飯
を
欠

か
さ
ず
食
べ
る
」
な
ど
、
実
行
で
き
そ
う
な
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
！

健康 

いきいき
健康健康

　

市
で
は
、
小
学
４
年
生
と
保
護

者
を
対
象
に
「
親
子
で
健
活
２
週

間
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
の
２
週
間
、

家
族
で
「
健
康
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
健
活
２
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ

問
健
康
づ
く
り
課 

☎
22-

０
５
０
６

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
子
さ
ん

の
通
う
小
学

校
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ー
ト

を
配
布
し
て

い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

「
笑
顔
で
暮
ら
す
た
め
に
は
健
康
が
一
番
」

と
は
い
っ
て
も
、「
毎
日
、
仕
事
や
家
事
が
忙
し
く

て
時
間
が
取
れ
な
い
」、「
自
分
は
大
丈
夫
…
」
な
ど

と
、
自
分
の
健
康
を
考
え
る
こ
と
っ
て
後
回
し
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　
そ
こ
で
、あ
な
た
も
「
健
活
２
週
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
方
法
は
簡
単
で
す
！　
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レ
ス
選
手
権
大
会
の
１
２
０
キ
ロ
級

で
、
自
身
が
持
つ
日
本
高
校
記
録
を

更
新
す
る
２
２
２
・
５
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
成
功
さ
せ
優
勝
。
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

（
18
歳
以
下
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、

世
界
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

須
藤
さ
ん
が
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
を
始

め
た
の
は
下
館
南
中
３
年
生
の
時
、

全
日
本
大
会
１
０
０
キ
ロ
級
で
２
位

に
輝
い
た
こ
と
も
あ
る
父
・
正ま

さ
あ
き明

さ

ん
の
背
中
を
追
い
、
同
じ
道
を
歩
み

　
「
初
め
て
の
世
界
大
会
で
し
た

が
、
参
加
す
る
か
ら
に
は
優
勝
す
る

つ
も
り
で
臨
み
、
そ
の
自
信
も
あ
り

ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

県
立
下
館
工
業
高
校
３
年
の
須す

と
う藤

健け
ん
す
け介

さ
ん
（
玉
戸
）。

　

須
藤
さ
ん
は
、
５
月
20
日
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
サ

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ン
チ
プ

出
し
ま
し
た
。「
中
学
で
は
柔
道
部

に
所
属
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ベ
ン

チ
プ
レ
ス
の
練
習
を
す
る
父
の
姿
を

見
て
『
か
っ
こ
い
い
』
と
思
い
、
自

分
も
一
緒
に
始
め
ま
し
た
」
と
須
藤

さ
ん
。
以
来
、
二
人
そ
ろ
っ
て
市
内

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
通
い
、
練
習

に
励
む
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
須
藤
さ
ん
は
、
下
館
工
業
高

校
に
今
年
度
設
立
さ
れ
た
パ
ワ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
同
好
会
に
も
所
属
。
世

界
マ
ス
タ
ー

ズ
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手

権
93
キ
ロ
級
で

優
勝
経
験
を
持

つ
、
佐さ

と
う藤

和か
ず
の
り則

先
生
の
指
導
を

受
け
て
い
ま

す
。

　

練
習
に
つ
い

て
須
藤
さ
ん

は
、「
続
け
る

こ
と
で
自
分
の

成
長
が
わ
か

人人人人人人人人輝人人人輝人人輝人輝く
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
世
界
大
会
優
勝

  

父
と
子
の
絆
で
掴
ん
だ
世
界
の
頂
点  

世界サブジュニア・ジュニア
ベンチプレス選手権大会優勝

須藤 健介さん

り
、
楽
し
い
で
す
ね
。
ず
っ
と
支
え

て
く
れ
た
父
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
練
習
に
は
補
助
し
て
く

れ
る
人
が
必
要
で
、
一
人
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の
練
習
を

通
じ
て
、
周
り
の
人
た
ち
に
感
謝
す

る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

須
藤
さ
ん
は
、
８
月
の
全
日
本
高

校
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
に

出
場
予
定
。
こ
こ
で
も
優
勝
と
日
本

記
録
更
新
を
狙
い
ま
す
。「
ベ
ン
チ

プ
レ
ス
に
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
高
校
卒
業
後
も
競
技
を
続

け
、
４
年
後
の
茨
城
国
体
で
活
躍
す

る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
」。
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武
むとう
藤　州

くにてる
輝 さん（小川）

秋には鬼怒川での鮭の自然
産卵や受巣での捕獲・人
工ふ化作業を見てみたいと、
今から胸躍らせています

　　
水
温
が
16
度
程
度
の
鬼
怒
川
は
、
鮭
が
遡
上

す
る
南
限
と
い
わ
れ
、
中
で
も
砂
利
が
多
い
女

方
の
河
岸
は
産
卵
場
所
に
適
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
の
女
方
の
河
川
で
、
長
年
に
わ
た
り
鮭

の
人
工
ふ
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
鬼
怒
小

貝
漁
業
協
同
組
合
の
中な

か
が
わ川

行ゆ
き
お雄

組
合
長
、
大お

お
き木

照て
る
お夫

さ
ん
、
宮み

や
た田

栄え
い
じ二

さ
ん
に
、
苦
労
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

漁
協
が
ふ
化
事
業
を
始
め
た
の
は
60
年
程

前
、
現
在
の
ふ
化
場
よ
り
少
し
下
流
の
湧
き
水

が
出
る
場
所
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
40
年
程
前
に

現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
以
来
こ
こ
で
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
高
度
経
済
成
長
期
に

な
る
と
、
盛
ん
に
行
わ
れ
た
砂
利
の
採
取
や
工

場
誘
致
な
ど
に
よ
る
水
質
悪
化
の
た
め
、
鮭
が

ほ
と
ん
ど
捕
獲
で
き
な
い
年
が
続
き
ま
し
た
。

「
貴
重
な
自
然
環
境
と
資
源
を
絶
や
さ
な
い
」と
の
使
命
感
で
活
動

女
方
地
区
・
鬼
怒
川
に
架
か
る
国
道
50
号
新
川
島
橋
の
下
流
で
、

鮭
の
人
工
ふ
化
事
業
に
取
り
組
む
鬼
怒
小
貝
漁
業
協
同
組
合
を
ご
存
知
で
す
か

そ
ん
な
時
期
で
も
漁
協
で
は
、「
貴
重
な
自
然

と
資
源
を
絶
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う

使
命
感
で
ふ
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
や
が
て
平
成
18
年
頃
か
ら
は
遡
上
す
る
鮭

も
増
え
始
め
、
現
在
で
は
、
県
に
よ
る
人
工
ふ

化
放
流
事
業
の
許
可
上
限
５
，
０
０
０
尾
に
近

い
約
４
，
６
０
０
尾
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　
漁
協
は
11
月
は
じ
め
に
な
る
と
、
川
幅
一

杯
に
張
っ
た
捕
獲
網
の
間
に
約
１
立
方
メ
ー

ト
ル
の
筌う

け
を
５
個
置
き
、
５
人
が
か
り
で
鮭

を
補
獲
し
ま
す
。
捕
獲
し
た
鮭
は
ふ
化
場
で

採
卵
し
、
死
卵
を
取
り
除
い
た
後
、
16
度
に

保
た
れ
た
安
全
な
地
下
水
を
使
用
し
て
ふ
化

さ
せ
ま
す
。
ふ
化
か
ら
放
流
ま
で
は
、
餌
付

け
、
温
度
管
理
、
水
質
管
理
が
重
要
だ
と
言

い
ま
す
。
採
卵
す
る
の
は
約
70
万
粒
で
、
そ

れ
が
50
万
尾
の
稚
魚
に
な
り
、
放
流
時
に
は

35
万
尾
に
減
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。　

　
体
重
１
グ
ラ
ム
以
上
（
体
長
約
６
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
の
放
流
基
準
を
満
た
し
た
稚
魚

は
鬼
怒
川
に
放
流
さ
れ
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
な

ど
約
５
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
旅
を
経
て
、

約
５
年
で
帰
っ
て
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
川

の
水
の
臭
い
を
頼
り
に
、
傷
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
２・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
鮭
が
母
川
回

帰
す
る
そ
う
で
す
。

　
苦
労
し
て
放
流
し
た
鮭
で
す
が
、
誰
か
が

放
し
た
外
来
魚
に
稚
魚
が
食
べ
ら
れ
た
り
、

帰
っ
て
来
た
親
鮭
が
心
無
い
者
に
密
漁
さ
れ

た
り
、
ご
み
の
投
棄
で
川
が
汚
さ
れ
た
り
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
中
川
組
合
長
は
、「
今

年
も
11
月
に
は
鮭
を
捕
獲
し
、
ふ
化
事
業
を

始
め
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
市
民
に
捕
獲
作
業

や
ふ
化
場
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な

自
然
と
資
源
の
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ
鮭
の
ふ
化
事
業
を
続
け
て
60
年

漁協による鮭の捕獲。鬼怒
川の冷たい水に浸かって行
われる過酷な作業です。

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
守
る
鬼
怒
川
の
鮭

捕獲した鮭から採卵。ふ化
した稚魚は、放流するまで
大切に育てられます。
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